
 

 

 

 さつき読書会は、平成２０年度に実施した読書会講座をきっかけに始まった、大人のための読

書会グループです。今年で７年目を迎え、読み語らった本も 90 冊を超えました。今月の中央展

示は、さつき読書会で課題図書となった本を集めて展示しています。 

 読書会では１ヶ月に１度、課題となった本を読んで、意見や感想を語り合います。同じ本を読

んでいても、持つ印象は人それぞれ異なります。そのことを参加した人たちと語り合うことによ

って、他人の意見から新しい観点を得たり、自分が培ってきた考え方に気づかされたり、本だけ

でなく自分の世界を広げることにも繋がります。 

興味のある方は見学もできますので、一度当館までお問い合わせください。 
 
 

     ◆活動日・場所：毎月第３水曜日 9：30～12：00 さくらぴあ会議室 

     ◆講師：深川賢郎先生  ◆参加費：１,２００円／１回 

     ◆お問い合わせ：はつかいち市民図書館 （0829）20-0333 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO．１９３  ２０１４年５月号       はつかいち市民図書館 

(２０１４年５月１日発行)         電話（0829）20-0333 

廿日市市下平良 1-11-1 

ホームページ http://www.hiroshima-hatsukaichi-lib.jp/ 

《さくらぴあ展示》 

『北極圏・南極圏』 

 ５月 2３日（金）～６月２２日（日）、

はつかいち美術ギャラリーで「氷の国の天

使たち 浅尾省吾写真展」が、開かれます。

浅尾さんは、廿日市市浅原出身の動物写真

家です。北極圏や南極圏にちなんだ本を集

めて展示しています。 

《企画展示》 

『上橋菜穂子さんの本』 
 『獣の奏者』などのファンタジーで知ら

れる作家で、文化人類学者の上橋菜穂子さ

んが３月２４日、「国際アンデルセン賞作家

賞に選ばれました。上橋菜穂子さんの資料

を集めて展示しています。 

※２ページ目でも取り上げていますので、そち 

らもご覧ください。 

《中央展示》『読書会に参加してみませんか？』 

 これまでに「さつき読書会」で読んだ本や、読書会にちなんだ本を集めて展示し

ています。 



 

 

 

 

 「獣の奏者」や「守り人」シリーズなどのファンタジー作品で知られる、上橋菜穂子さんが国

際アンデルセン賞の作家賞を受賞されました。 

 国際アンデルセン賞とは、１９５３年に国際児童図書評議会（ＩＢＢＹ）によって創設された、

子どもの本の国際的な賞です。「小さなノーベル賞」とも言われており、長く子どもの本に貢献

してきたと認められる作家及び画家へ贈られます。 

 過去に同じ作家賞でまどみちおさん、画家賞では赤羽末吉さん、安野光雅さんも受賞していま

す。 

 上橋さんのこの受賞を記念して、今月の企画展示は上橋菜穂子さんの本を集めています。 

 この機会にぜひ、子どもから大人まで楽しめる圧巻のファンタジーの世界に触れてみてくださ

い。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊ 今月の新刊（一般書） ＊＊＊ 
図書館には１カ月に約５００冊の新刊が入ります。その一部を紹介します。 

 

『はじめての Windows8.1 基本編』戸内順一/著 秀和システム 007.6/ﾄ 

『世界中のエリートの働き方を１冊にまとめてみた』ムーギー・キム/著 東洋経済新報社 159.4/ｷ 

『ルーツがわかる名字の事典』森岡浩/著 大月書店 288.1/ﾓ 

『答えは子どもの中、お母さんの中に』渡辺範子/著 福音館書店 376.1/ﾜ 

『目は１分でよくなる！』今野清志/著 自由国民社 496.4/ｺ 

『ふんわりしっとりケーキ』上原まり子/著 文化学園文化出版局 596.6/ｳ 

『「道」の文化史』中国地方総合研究センター/編 中国地方総合研究センター 682.1/ﾐ 

『柳宗悦民藝の旅』平凡社 750.2/ﾔ 

『伝える極意』長井鞠子/著 集英社 S801.7/ﾅ 

『書かずにはいられない』北村薫/著 新潮社 914.6/ｷ 

『出好き、ネコ好き、私好き』林真理子/著 光文社 914.6/ﾊ 

『裁きの鐘は』上・下 ジェフリー・アーチャー/著 新潮社 B933/ｱ 

『カレイドスコープの箱庭』海堂尊/著 宝島社 F/ｶ 

『豆の上で眠る』湊かなえ/著 新潮社 F/ﾐ 

『ありふれた愛じゃない』 村山由佳/著 文藝春秋 F/ﾑ 

・「守り人」シリーズ 

①「精霊の守り人」 

②「闇の守り人」 

③「夢の守り人」 

④「虚空の旅人」 

⑤「神の守り人」上・下 

⑥「蒼路の旅人」 

⑦「天と地の守り人」第１部～３部 

 
⑧「流れ行く者」 

⑨「炎路を行く者」 

⑩「春の光」（『「守り人」のすべて』に収録） 

 

・「獣の奏者」１～４、外伝 

・「狐笛のかなた」 

・「物語ること、生きること」 

                など 



 

 

 

 

 

 

おはなし会 
はつかいち市民図書館では、年に２回程度、パパが読むおはなし会をしています。昨年度は、６月と

３月に行いました。読んでくださったのは、子育て真っ最中のパパボランティアさんです。「パパが読

むと、迫力が違う」、「お話によっては男の人の声がピッタリ合う」と、好評です。 

 

 
次回は６月１４日（土）11:00～ 

を、予定しています。お楽しみに！ 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の新刊 

「こどもたちへ-まどさんからの手紙-」まどみちお/文 ささめやゆき/絵 講談社 159/ﾏ 

（詩人のまど・みちおさんが 84 歳の時に、ふるさとの山口県の徳山小学校のこどもたちに送った手紙より。） 

「『赤毛のアン』と花子-翻訳家・村岡花子の物語-」村岡恵理/文 布川愛子/絵 学研教育出版  910/ﾑ 

 

 

新刊 こ ど も の ほ ん 

『江戸のお店屋さん』 
藤川智子/作 ほるぷ出版 672/ﾌ 

 ここは江戸時代の大通り。タイムスリップして

お店をのぞいてみると、小間物屋は紅やおしろ

い、髪飾りを売り、地本
じ ほ ん

問屋
と ん や

は小説などの読みも

ののほか、歌舞伎役者の版画や古本なども扱いま

す。ほかにも薬種屋
やくしゅや

、人形屋、菓子屋、唐物屋や

湯屋といろいろなお店が軒を連ねます。また、“ぼ

てふり”と呼ばれる行商人が独特なかけ声と衣装

で専門の商品を売り歩き、通りは賑やかです。解

説付きイラストで江戸時代の暮らしや文化を描

いた知識の本です。 

『妖怪一家九十九さん ひそひそ森の妖怪』 
富安陽子/作 山村浩二/絵 理論社 913/ﾄ 

野中課長と妖怪一家の主のヌラリヒョンパパ

は、市役所の地域共生課で、人間と妖怪が仲良く

暮らす手伝いをしています。ある日２人は「出て

行け」というひそひそ声が聞こえる土地開発中の

森で、怪しい丸太を見つけます。するとその丸太

に隠れていた謎の妖怪は、パパの愛用のステッキ

にのり移って、散歩の途中に町へと逃げ出してし

まいます。人間を食べる怖い妖怪だったらどうし

よう！と九十九さん一家と町に住む妖怪たちに

よる大捜索が始まりました。シリーズ３作目。 

パ パ が よ む 

３月２２日（土）のプログラム 

 

『どんどこどん』和歌山静子/作（福音館書店） 

『ライオンのよいいちにち』あべ弘士/作 

（佼成出版社） 

『ふしぎなナイフ』中村牧江、林健造/さく 

福田隆義/え（福音館書店） 

♪わらべうた♪「だいこんきって」 

『キャベくんとブタヤマさん』 

長新太/さく（文研出版） 

『どろだんご』たなかよしゆき/ぶん 

のさかゆうさく/え（福音館書店） 

♪わらべうた♪「さよならあんころもち」 



 

◎ちいさいこのためのおはなし会 

【対象】乳幼児 

【時間】1 回目 11 時～ 

2 回目 11 時 30 分～ 

 

※相談窓口で整理券をお渡ししています。 

カウンターにお問い合わせください。 

 

☆おはなし会 

  【対象】幼児～小学校低学年 

  【時間】１１時～  

 
 
◆ストーリーテリングのおはなし会 

【対象】幼児～大人 

  【時間】１１時～ 

 

※場所はいずれも図書館会議室です。 

 

 

主な活動場所の施設名・住所の 

記入が必要です。 

また、代表者の住所が確認できる 

もの（保険証・郵便物等）を、 

一緒に提示してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設長・所属長印（公印等）の 

押印が必要です。 

 

 

 

 

 

 はつかいち市民図書館では、廿日市市内に活動拠点のある団体（読み聞かせボランティア・学校・

公民館・児童会等）に団体貸出を行っています。利用をご希望の方はカウンターにお尋ねください。 
 

貸出対象  廿日市市内で読書活動を行う団体 

貸出期間  ２ヵ月   貸出冊数  ２００冊（※視聴覚資料は個人視聴用なので貸出できません） 
 
 

 また、既にご登録いただいている団体の方も、毎年４月１日以降に利用登録の更新手続きが必要と

なります。カウンターにある「平成２６年度団体貸出利用申込書」にご記入の上、提出してくださ

い。（読み聞かせグループ・文庫・児童会等団体用と、学校・市民センター・保育園等団体用の２種

類の申込書があります） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※利用カードを紛失した場合は、ご相談ください。カードの再発行は申し出があった日から２週間

後以降に発行します。あらかじめご了承ください。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 
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５月の図書館カレンダー 

 

読み聞かせグループ・ 

文庫・児童会等団体用 学校・市民センター・ 

保育園等団体用 


